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村上敬 ロボットをめぐる属示の問題
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遣
欧
米
使
節
団
に
よ
る
「
P
a
t
e
n
t
O
f
f
i
c
e
」
や
万
国
博
覧
会
な
ど
の
見
学
体
験
が
参
照
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
見
落
と
せ
な
い
。
こ
の
間
の
事
情
を
含
め
た
日
本
に
お
け
る

近
現
代
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
沿
革
に
つ
い
て
は
東
京
国
立
博
物
館
編
『
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史
』
（
同
館
、
一
九
七
三
年
）
が
基
本
文
献
と
な
る
。

た
と
え
ば
つ
ぎ
の
よ
う
な
諸
研
究
。
北
澤
憲
昭
「
眼
の
神
殿
ー
「
美
術
」
受
容
史
ノ
ー
ト
』
（
美
術
出
版
社
、
一
九
八
九
年
1
1
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
‘
―

1
0
1
0年
）
、
佐
藤
道
信

「
〈
日
本
美
術
〉
誕
生
1

近
代
日
本
の
「
こ
と
ば
」
と
戦
略
』
（
講
談
社
、
一
九
九
六
年
）
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
「
世
紀
の
祭
典
万
国
博
覧
会
の
美
術
」
（
二

0
0
四
S
二
0
0五
年
、
東
京
国
立
博
物
館
、
大
阪
市
立
美
術
館
、
名
古
毘
市
博
物
館
を
巡
回
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
下
記
を
参
照
。
工
藤
健
志
「
「
ロ
ボ
ッ
ト
」
を
め
ぐ
る
断
想
」
ロ
ボ
ッ
ト
と
美
術
展
実
行
委
員
会
編
『
ロ
ボ
ッ
ト
と
美
術
機
械

x
身
体
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル

イ
メ
ー
ジ
』
（
講
談
社
、
二

0
-
0年
）
一
三
六
＼
一
三
九
頁
。

展
覧
会
出
品
資
料
か
ら
こ
れ
ら
を
概
観
す
る
と
、
初
期
の
も
の
に
は
「
宇
宙
人
の
手
先
と
な
っ
て
人
間
を
攻
撃
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
兵
器
」
と
い
っ
た
恐
ろ
し
い
存
在
が
頻
出

す
る
が
、
大
阪
万
博
(
-
九
七

0
年
）
の
前
後
か
ら
「
人
間
と
と
も
に
暮
ら
し
、
人
間
の
生
活
を
助
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
」
と
い
っ
た
協
調
的
な
存
在
へ
と
変
化
し
て
い
く
の
が

よ
く
わ
か
る
。

た
だ
し
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
展
覧
会
で
の
提
示
に
は
至
ら
ず
、
下
記
カ
タ
ロ
グ
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。
川
西
由
里
「
機
械
の
女
性
た
ち
ー
ロ
ボ
ッ

ト
の
性
別
を
め
ぐ
っ
て
」
ロ
ボ
ッ
ト
と
美
術
展
実
行
委
員
会
編
前
掲
書
一
三
二
＼
一
三
五
頁
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
折
し
も
二

0
0六
年
末
に
実
験
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ニ
コ
ニ
コ
動
画
」
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
特
性
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

詳
細
は
拙
稿
「
人
間
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
間
に
「
不
気
味
の
谷
」
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
ロ
ボ
ッ
ト
と
美
術
展
実
行
委
員
会
編
前
掲
書
一
四

O
S
一
四
三
頁
を
参
照
の
こ
と
。

■ 

第
五
章

デ
ザ
イ
ン
の
東
西
交
流

．＇ 
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参
考
文
献

．＇ 

二
0
0
一
年
に
出
版
さ
れ
た
藤
田
治
彦
編
集
に
よ
る
『
国
際
デ
ザ
イ
ン
史
ー
日
本
の
意
匠
と
東
西
交

流
』
は
、
欧
米
各
国
と
日
本
と
の
デ
ザ
イ
ン
交
流
を
取
り
上
げ
た
論
集
で
あ
る
。
五
六
の
論
説
文
を
お
さ

め
て
お
り
、
今
日
で
も
デ
ザ
イ
ン
史
研
究
者
が
一
冊
は
持
っ
て
お
く
べ
き
本
に
ち
が
い
な
い
。
二

0
0
ニ

年
に
意
匠
学
会
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
こ
の
本
の
徹
底
ぶ
り
は
目
次
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
イ
ギ
リ

ス
・
ア
メ
リ
カ
・
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
イ
タ
リ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
・
ベ
ル
ギ
ー
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ロ
シ

ア
・
ス
イ
ス
・
東
欧
諸
国
・
北
欧
諸
国
と
い
う
よ
う
に
章
が
並
ぶ
。
近
年
学
術
分
野
で
は
「
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
」
の
語
に
か
わ
っ
て
「
ト
ラ
ン
ス
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
」
の
語
が
よ
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
国
民
国
家
の
枠
組
み
に
し
ば
ら
れ
ず
に
、
民
族
固
有
の
文
化
と
い
う
神
話
に
と
ら
わ
れ

ず
に
、
文
化
の
移
動
に
と
も
な
う
文
化
の
変
容
に
も
っ
と
注
目
せ
よ
と
い
う
要
請
で
あ
る
。
そ
れ
は
た
し

か
に
用
語
の
う
え
で
も
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
関
心
は
す
で
に
あ
っ
た
し
『
国
際
デ
ザ

イ
ン
史
』
の
う
ち
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
本
の
表
題
の
う
ち
に
「
国
際
」
の
語
が
あ
え
て
掲
げ
ら
れ
た
の

は
「
国
」
が
ま
だ
重
要
な
時
代
を
あ
っ
か
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
序
文
に
書
か
れ
て
い
る
。

（
高
安
啓
介
）

デ
ザ
イ
ン
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
編
『
国
際
デ
ザ
イ
ン
史
ー
日
本
の
意
匠
と
東
西
交
流
」
（
思
文
閣
出
版
、
二

0
0
一年）。




